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1.情 報 処 理 技 術 者 教 育 の 現 状

ω 大 学 、

大 学 に お け る情 報 処 理 技 術 者 の 養成 を 主 目的 とす る科学 としては 、計 数

工 学 科 ・ 管 理 科 学 科 ・経 営 理学 科 、 産 業工 学 科 等 が あ り、 この 他 数学 、 電

気 、 電 子、 制 御 ボ 経 済 な どの 諸学 科 に おい て も情 報 処 理 に関 す る授業 科 目

を 設 け、 若干 名 の 情報 処 理 技 術者 を養 成 してい る。

昭和44年5月 の文 部 省調査 に よれ ば 、 昭 和43年3月 卒業 者 の うち 情

報 処 理技 術 者 と して就 職 した 者は869人 で あ り、 情報 処 理 に関 す る授 業

科 目を開 設 して い る大 学 は ・ 昭和44年4月 現 在 で94校 であ る
。

な お、 本 調査 の 回 収率 は70.6%で あ るの で、 上 記 情 報処 理 技術 者 と し

て 就 職 した 者 の数 お よび情 報 処理 に関 す る授 業 科 目を 開設 してい る大学 数

は、 若 干ふ え る もの と思 われ る。

(2)短 期 大 学

短 期 大 学 に お け る情 報 処 理技 術 者 の養 成 を主 目的 とす る学 科 と して は、

能 率科 、工 業 計 数 科 、 応 用 数学 科 が あ り、 こ の他 電 気科、 電子 工学 科 、 商

科 な どで 情報 処 理 に 関 す る授 業 科 目を 開 設 してい る。

昭 和44年5月 の文 部 省 調 査 に よ れ ば 、 昭 和44年3月 卒業 者 の うち

情報 処 理技 術 者 と して 就 職 した者 は55人 で あ り、 情報 処 理 に 関す る授 業

科 目を開 設 してい る短 期 大 学は 、 昭和44年4月 現 在 で24校 であ るが、

これ は 短 期 大 学 が 女 子 教 育を 中心 と してい る現状 のた めで あ る。

な お・ 本 調 査 の回 収 率 は61.5%で あ っ た。

(備 考)

昭和44年3月 卒業 生 につ い て は、 学 園 紛 争 に よ る卒業 延期 等 の た め調

査 で きな か ったが 、 情報 処 理 技術 者 と して就 職 した者 の数 は 、 昭和43年

3月 卒 業 生954入 を大 幅に上 廻 る もの と思 わ れ る。
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表1.情 報 処 理 技 術 者 の 養成 を 主 目的 とす る学 科 一 覧

(文 部 省 調 べ)

大 学 名 学 部 名 学 科 名
入 学 定員'

(昭44)
備 考

小 樽 商 科 商 学 理 科 学 科 40人 昭43年 度完成

東 北 理 数 学 科 45 13人(41人)

東 、 京
ノ

工 計 数 工 学 科 55 31人(55入)

教 育育 基 礎 科 学 科 50 3人(40人)

東 京 工 業 理 数 学 科 20 6人(14人)

'

電 気 通 信 電 気 通信 物 理 工 学 科

計 数 工学 コー メ 30 昭45年 度完成予定

和 歌 山 経 済 産 業 工 学 科 40 昭43年 度完成

大 阪 府 立 工 経 営 工 学 科 40 34人(35人)

北 海 道 工 業 工 経 営 工 学 科 60 昭45年 度完成予定

慶 応 義 塾 工 管 理 工 学 科 120 91人(91人)

成 践 工 経 営 工 学 科 50 18人(53人)

東 京 理 科 理 応 用 教 学 科 100 67人(112人)

工 経 営 工 学 科 80 昭43年 度完成

理 工 経 営 工 学 科 40 昭45年 度完成予定

相 模 工 業 工 数 理 工 学 科 30 昭46年 度完成予定

大阪電気通信 工 経 営 工 学 科 80 昭44年 度 に コー ス設

情報工学専攻
コ ー ヌ 置予定

京 都 産 業 工 応 用 数 学 科 40 昭44年 度に設置予定

甲 南 理 経 営 理 学 科 30 44人(45人)

1
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短 期 大 学 名 学 科 名
入学定員
f昭44) 備 考

電気通信大学短期大学部 電 子 工 学 科 人

情 報 処 理 コ ー ヌ 40 昭46年 度完成予定

産 業 能 率 能 率 科

事 務 コ ー ヌ 30 9人(20人)

宇 部 工 業 計 数 科 40 17人(37人)

こ こ にあ げ た学 科 は、 大 学 側 で 情報 処 理 技術 者 の 養成 を主 目的 とす る学 科

であ る と記載 して き た もの であ る。

な お 、 備 考欄 の 数 字 は 、 昭42年 度 卒 業 者((う 内 に示 す)中 は 、 情報 処 理

技 術 者 と して就 職 した老 の 数 を示 す 。

(参 考)

就職 者 数 等 か らみ て情 報 処 理 技術 者 の 養成 を 主 目的 とす る学 科 とい い う

る と思 われ る学 科

大 学 名 学 部 名 学 科 名
入学定員
(昭44) 備 考

東 京 工 業 理 数 学 科 20人 6人(14人)

東 京 教 育 理 応 用 数 理 学 科 40 15人(33人)

山 梨 工 電 子 工 学 科 60 22人(36人)

京 都 工 数 理 工 学 科 40 7人(38人)

九 州 理 数 学 科 40 20人(41人)

富山県立大谷 応 用 数 学 科 40 22人(38人)

技 術 短 大
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表2情 報 処 理 技術 者 と して 就 職 した者 の数

(昭 和42年 度 来)

大 学 (文 部 省 調 べ)

区 分 学 科 数 卒業者数
情報処理技術
者として就職
した者 の数

昭和44年 度

入 学 定 員
備 備

大

学

国 立
学科

67
人

2,680

人
381

人

3,300

公 立 3 91 45 130

私 立 40 4,705 443 3,815

小 計 110 7,476 869 7,245

短

期

大

学

国 立 1 30 2 30

公 立 1 38 22 40

私 立 4 217 31 330

小 計 6 285 55 400

合 計 116 7,761 924 7,645

43年 は 卒業 老 な き為 実 数 っ かめ ず。

表3情 報 処 理 技 術 者 の 需要 見 通 し

(通 産 省調 べ)

シ ヌ テ ム'

エ ン ジ ニ ア プ ロ グ ラ マ オ ペ レ ー タ 計

昭和43年3月 7,500人 10,240人 8.750人 26,490人

昭和47年3月 45、000人 54,200人 35,000人 134,200人

増 加 数 37,500人 43,960人 26,250人 107,710人

増 加 率 6.0倍 53倍 4.0倍 5.1倍

〔注 〕 シ ヌ テ ム ・エ ン ジ ニ ア に は エ ン ジ ニ アお よび セ ー ル ス ・エ ン ジ ニ ア を 含 む.
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2. ピ ア ス 報 告 の 要 約

1勧 告

1971年 まで に、 大 学 教 育 に お け る計 算機 の不 足 を改 善 す る費 用 と手

段 の調 査 が この報 告書 の 主 要 な 目的 であ るが 、 計算 機 の教 育的 使用 の 種 々

の機 会 や 問題 に 光 を投 げ か け る こと も一つ の 目的 で あ る。

パ ネル の主 な勧 告 は 次 の よ うな もので あ る
。

勧 告1

大 学 が、 合衆 国 政 府 と協 力 して、 単 科大 学 に 適当 な計 算 機 設 備 を 必要 と

す る学 生 に、 この 道 を率 先 して開 拓 してい る学 校 で今 利用 してい る もの と

少 くと も質の上 で 匹 敵 す る計算 機 設 備 を整 え る処 置 を とす る。

勧 告2

費 用 の一 部 を政 府 が 負 担す る こ とに よって、 単 科 大 学 か 適 当 な計 算 機 設

備 を 整 え る こ とを 奨励 す る。 この 政府 負 担額 は、 サ ー ビス を 始 め た り、 も

っ と大 き な設 備 を取 りつ けた りす る場 へ の一 時的 な 出費 を 償 う特 別 補 助 金

を も含む もの とす る。 ま た設 備 運 営 の経 費 の一 部 も負 担 す る もの とす る。

勧 告3

現在 の国 防 省 と合 衆国 科学 財 団 との 協定 を ほか の政 府 機 関 や民 間 の 援 助

者 に まで広 め 、 設 置 と運 転 の 両 方 へ の補 助 を算 入 す る必 要 が あ る。 現 在必

要 な 設備 を 有す る機 関 で教 育 や 援 助の ない研 究 活動 に使 う計 算 機 サー ビス

の 援 助 に直 接利用 で き る よ うな別 の政府 資 金 を整 え るべ き で あ る。

勧 告4

種 々の学 問 分野 で 教 職員 が計 算 機 を使 う ことが で きる よ うにす る ため、

広 汎 な教 員訓 練 計 画 を立 案 す る必 要 が あ る。

勧 告5

合 衆 国 政府 が 計 算 機 科 学 の研 究 と教 育の両 方 の 援 助 を拡 大 す る必 要 が あ

るo

勧 告6

計算 機利 用 を援 助 す る政 府 機 関は 、 学 校 が装 置 の 購入 、 賃 借 り、 ス タ ッ

ー7一

一



フの 維 持 とか また は サ ー ビス の購 入 の どれ に そ の 資金 を使 お うが 自由 に任

せ てお く必 要が あ る。

勧 告7

大 学 と政府 が 一 体 にな っ て、 い くつ か の機 関 にサ ー ビス で き る大 きな 中

央 教 育用 計 算 機 施 設を ただ ち に作 る必 要 が あ る。

勧 告8

大 学 は 計算 機 サ ー ビス の費 用 や 利用 度 を 正確 に算 出す る会 計手 続 きを'開

発 し、 利 用 す る必 要が あ る。 この よ うな 情報 を もち、 現 実 的 な測 定 し得 る

根 拠 に もとつ い て 、研 究 や教 育 の ため の計 算 機 時 間 の 配 当 や、 関 連 した 費

用 の 予想 を た て な くては な ら ない 。

勧 告9

合 衆 国 科学 財 団 と教 育 省 が一 緒 にな っ て、 中 等学 校 に お け る計 算機 の使

用 を 調 査 した り、 学 校 に過 去 や現 在 の経 験 を知 らせ るた めの会 を設 け る必

要 が あ る。 中 等 学 校 と大 学 との協 同、特 に大 学 セ ン タ ー か ら中学 校 へ の サ

ー ビスを 奨 励 す る。

勧 告10

政 府 が計 算 機 や そ の 仕事 、 人 員 、関 係 施 設 な どに関 す る価 値 のあ る デ ー

タを 収 集 し、 有用 な年 次予測 をす る よ う努 め る必 要 が あ る。

皿 計 算機 と学 部 教 育

。大 学 にお け る計 算 機

計 算 機 利 用 は 、 それ が 使 わ れ て きた あ らゆ る分 野 で 、 教 育'に新 次元 を 加

え、 複 雑 な 問題 の よ り良 い理 解 、 量 に関 す る表 現 の意 味 を 見抜 くよ り大 き

な力へ と学 生 を 導 い て ぎた。 この領 域 で学 生 は 、 計算 機 プ ロ グラ ムの 準備 、

実 験 を通 じて 、 問 題 を 理 論的 に十 分 に 定 義 す るの に必 要 な注意 や、 複 雑 な

問題 へ の 答 を 得 るの に 必 要 な仮 説 な ど を学 ん で き た。 も し適 当 な計 算 機 設

備 さえ利 用 で きれ ば、 将 来 は ほ とん どす べ ての 学 部 学 生 が 計 算機 を有 利 に

使 う こと に な ろ う。 い くつ かの 分 野で は 、 ま った く計 算 機 を使 わ ない 学 生

もわ ず か 出 て く るか も しれ ない が 、 そ れ は ほん の 少 数 で あ る。
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b計 算 機 の 使 用 は 容 易 で あ る

プ ロ グ ラ ミ・ン グ の 知 識 を 得 る の は や さ しい こ と で 、 計 算 機 の 教 育 的 利 用

の 範 囲 を 大 い に 広 げ て い る 。 学 生 向 き の 特 殊 な プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 が 使 わ

れ て い る と き な ど は 特 に そ う で あ る。 プ ロ グ ラ ミ ン グ 学 習 に10～30時

間 費 や せ ば 、 学 生 は コ ー ス ワ ー ク で 計 算 機 を 有 利 に 使 う こ と が で き る 。

。 教 育 的 な 計 算 機 使 用 の 特 徴

計 算 機 の 教 育 的 な 使 用 は 、 初 期 に は 、 最 初 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 教 育 を 行 な

い 、 こ れ に 続 い て 学 生 が 計 算 機 で の 解 に 適 し た よ う に で き て い る 宿 題 を 解

く の に 使 わ せ る こ と で あ るcこ の 手 順 は 、 ミ シ ガ ン 大 学 、 カ ー ネ ギ ー 工 科

'大 学
、 ワ・シ ン ト ン 大 学(こ と に 工 科 系 の)で 何 年 も 実 際 行 な わ れ て き た 。

学 生 が 勉 学 期 間 に 計 算 機 と 互L・ に 作 用 し 合 う よ う なC.A.1.(Computer

AssistedInstruction)に 計 算 機 を 利 用 す る こ と が 提 案 さ れ て き て い る 。

こ の 多 く は 、 前 も っ て 準 備 さ れ た 課 程 に 受 動 的 に 従 っ て 行 ぐ だ け で は な い

多 く の も の を 含 ん で い る の は 明 ら か で あ る 。 す な わ ち 、 デ ー タ 解 析 や デ ー

タ 提 示 な ど が そ れ で あ る 。 計 算 機 を 利 用 す るC.A.1.が 広 く使 わ れ る か ど

う か は 、 教 育 的 ま た は 経 済 的 な 問 題 で あ る 。 し か し、 た し か に 、C.A.'tl.

が ど ん な 働 き を す る か 試 し て み る 費 用 は 、 合 理 的 な 教 育 的 出 費 と い え よ う。

非 常 に 大 切 な の は 、 計 算 機 利 用 が 現 在 の 教 科 課 程 の な か の 他 の す べ て の

重 要 な 題 材 の ほ か に 教 え る べ き 新 し い 科 目 と し て 考 え て は な ら な い と い う

こ と で あ る 。 広 い 種 々 の 主 題 で 計 算 機 を 利 用 す る 先 生 達 は 、 そ の 題 材 が 計

ト

算 機 の 助 け に よ っ て、 もっ と迅 速 に、 も っ と完 全に 、 も っ と意 味 深長 に教

え ら れ てい るの に 気 づ い てい るo

。大 部 分 は2級 の教 育 で あ る

た くさん の立 派 な小 単 科 大 学 で は 、 適 当 な計 算 機 設 備が 現 在利 用 で きな

い 。 応分 に強 力 な計 算 機 の あ る大 きい大 学 で さえ、 一部 教 員 が 計算 機 利 用

の有 用 さを認 識 してい な か っ た り、 適 当 な 教 育 が され な か った り、 適 当 な

計 算 機用 語 が 使 え な か っ た り、 ま た、 そ の 設備 管 理 や 資 金調 達 の方 法 の た

め、 計 算 機は 大 多数 の学 部 学 生 に近 づ きや す い もので は ない。

適 当 な計 算 機 設 備 のな い 学 部 で の教 育は 、丁 度適 当 な 図書 館 の な い学 部

教 育 が 不完 全 な教 育 であ る よ うに、 不 完 全 な 教 育 であ る。 現 在 、 計算 機 設
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備 の 不 足 は 広 範 な も の で あ る 。 こ の 不 足 を す み や か に お ぎ な う こ と が 、 学

生 個 人 の 福 利 は も ち ろ ん 国 家 の 利 益 の た め に も き わ め て 重 大 で あ る と 考 え

ら れ る 。

。 適 当 な サ ー ビ ス と は 何 か

1966年 現 在 で 、 適 当 な 大 学 で の 計 算 機 サ ー ビ ス は 何 で あ ろ う か 。 強

い 衝 撃 を 与 え る と い う よ り む し ろ そ の 目 的 が 教 育 に あ る な ら ば 、 「 番 控 え

目 な 使 用 者 に と っ て す ら 、 い く っ か の こ と が 重 要 に な る 。

1.計 算 機 利 用 の 適 当 な 教 育 お よ び そ れ に 関 す る 相 談'

2.適 当 な ソ フ ト ウ ェ ア

3.信 頼 の お け る 操 作

4.速 い 往 復 所 要 時 間

。 誰 が 計 算 機 を 使 っ た ら よ い か

い ま ま で 、.少 数 の 単 科 大 学 の こ れ ま た 少 数 の 学 生 に 現 在 利 用 で き る 良 い

計 算 機 サ ー ビ ス の 特 徴 に つ い て 概 説 を し た り 、 ま も な く利 用 で き る よ う に

な る ほ か の も の を 指 摘 し た り し て き た 。 学 部 学 生 の う ち ど の く ら い の 割 合

1.O.人p"こttの よ う な 竺 一 ビ ス を 即 時 に 必 要 と し て い る の だ ろ う か 。

第1の 部 類(た と え ば 、 工 科 学 生 全 部 を 含 む)で は 、 第1年 次 の 入 門 コ

ー ス で
、 た く さ ん の コ ー ス で 計 算 機 を 日 常 的 に 利 用 す る こ と が で き る よ う

に な る 。 第2の 部 類 の 学 生(た と え ば 、 た く さ ん の ビ ジ ネ ス 教 育 を 受 け て

い る 学 生 な ど)は 、 お そ ら く 教 育 の 初 期 の 段 階 で 、 初 歩 の プ ロ グ ラ ミン グ

の コ ー ス を と り 、 学 部 の4年 の 間 に 、 ほ か の3～4の コ ー ス で 計 算 機 を い

く ら か 使 用 す る こ と に な る 。 第3の 部 類 の 学 生(た と え ば 、 英 語 専 攻 の よ

う な 学 生 な ど)は 、 自 分 の 専 攻 学 科 の 研 究 の 一 部 と し て 計 算 機 を 利 用 す る

こ と は な い 。

。 克 服 し な け れ ば な ら な い 問 題

よ い 質 的 サ ー ビ ス が 大 規 模 に 利 用 で き る た め に は 、 当 然 直 面 す る4つ の

問 題 が あ る 。

1.ど の よ う に し て 必 要 な 資 金 を 入 手 す る か 。

2.ど の よ う に し て 必 要 な 設 備 を 整 え る か 。

3.ど ん な 教 員 教 育 が 必 要 か 。
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∫

4.ど の よ う に し て 費 用 を 統 制 す る か 。

。 計 算 機 サ ー ビ ス へ の 支 払 い の 問 題

計 算 機 や 、 計 算 機 の 資 金 や 、 大 学 の 計 算 機 サ ー ビ ス の 源 は い ろ い ろ 混 乱

し て い た 。 た と え ば 、UCLA⑳WesternDataProcessingCenter

で は 、IBMが 機 械 類 を 供 給 し
、 無 料 サ ー ビ ス を 行 な い 、 運 転 費 用 を 分 担

し て い る 。IBMは 計 算 機 時 間 の 半 分 を 使 い
、 残 り 半 分 をUCLAや100

以 上 も の 関 係 機 関 が 無 料 で 使 っ て い る 。 後 者 は
、 端 末 設 備 を 自 分 の 構 内 に

お け ば 、 そ の 通 信 線 の 費 用 ま た は プ ロ グ ラ ム や デ ー タ の 輸 送 費 だ け を 支 払

え ば よ い 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 の ア ー ヴ ィ ン 学 園 で は 、 計 算 機 利 用 の た め

の 装 置 や 操 作 費 は 、 現 在 、 教 育 予 算 の 一 部 に な っ て い る 。 し か し、 無 料 の 、

か っ 有 用 で あ る 計 算 機 は 、 将 来 に ほ ん の わ ず か な 使 用 者 し か 利 用 で き な く

な る で あ ろ う 。 さ ら に 、 計 算 機 セ ン タ ー の 運 転 費 は 大 き な も の で あ る
。 計

算 機 は 、2～3年 で 古 く な っ て し ま う の で 、 計 算 機 購 入 に 費 さ れ る 金 額 は

ほ ん の 一 代 の 学 生 に 使 わ れ る だ け で あ る
。 計 算 機 利 用 に は 、 資 本 投 資 と い

う よ り も 連 続 し た 出 費 が か か り 、 計 算 機 を 手 に 入 れ る の は 、 健 物 を 買 う よ

う な も の で は な く・ 年 々 電 気 や 水 道 に 支 払 う よ う な も の で あ る 。

有 効 か つ 能 率 的 な 計 算 機 を 探 す の に 、 学 校 は 種 々 の 選 択 可 能 な も の の 中

か ら 十 分 考 慮 し て 選 ば な く て は な ら な い 。

(D商 業 サ ー ビ ス ・ セ ン タ ー か ら サ ー ビ ス を 買 う こ と が で き る
。

(2)UCLAのWesternDataProcessingCenterの よ う な 大 学 サ ー ビ

ス 機 構 か ら サ ー ビ ス を う け る こ と が で き る
。 こ れ は 構 内 に た だ カ ー ド穿

孔 機 と 印 刷 機 、 ま た は 多 分 コ ン ソ ー ル だ け あ れ ば よ い
。

(3)使 用 者 が 使 い 易 い 計 算 機 セ ン タ ー を い く っ か 自 身 で 運 営 す る
.

(4)種 々 の 部 門 に 計 算 機 を 限 ら れ た 使 用 の た め 供 給 す る
。

こ れ ら 利 用 で き る す べ て の 手 段 に っ い て は 、 要 求 や 環 境 に 一 番 適 し た も

の を 学 校 に 選 ば せ る こ と が 非 常 に 望 ま し い
。 こ の 結 果 、 計 算 機 利 用 を 支 持

す る 政 府 機 関 は 、 そ の 基 金 を 装 置 の 購 入 ま だ は 賃 借 と 要 員 の 保 持 に 使 う か
、

そ れ と も サ ー ビ ス の 購 入 に 使 う か を 学 校 側 の 自 由 に ま か せ る こ と を 強 く 勧

告 す る 。
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。学 部 教 育 用計 算 機使 用 費 の 見積 り

大 学 は 産業 と比 べ て 安 い値 段 で計 算 機 を得 てい る。

た と え教 育用 計 算 施 設 が表 面上 は安 い価 格 で も、す で に き ま った 身動 き

の とれ な い よ うな予 算 の 中で ま った く余 地 の な い機 関 た と って は、 適 当 な

計算 施 設 は 骨 の 折れ る重 荷 で しか ない。 計 算 機利 用 の基 金 に あ ま り圧迫 を

感 じてい ない と ころ は、 予 算 をわ ず らわ せ る よ うな計 算 機 利用 の ない 機 関

で あ る。 計 算 機 の利 用 が と りわ げ必 要 な機 関 は 、 そ の資 金 をみ っ け るのが

きわ め て困 難 で あ る。 なに か新 しい 資 金 源 が な くては、 近 い 将 来 ア メ リカ

の 高等 教 育 を通 じて適 当 な教 育 用 計 算 機 利 用 が 行 なわれ る とは思 え ない。

1965～66年 に比 較的 進 ん だ学 校 の 水準 で、我 国 の 全大 学 に教 育用

計 算 機 設 備 をそなえる費用 を見積ってveる 。 見 積 り総 額 は、1年1人 あ た り

約60ド ル平 均 で あ る。

これは 主 要 だ と思 われ てい る他 の た くさん の 施 設 と比 べ て大 き くは ない。

1963～64年 に は大 学 図 書 館 の平 均 経 常 費 は 、学 生1人 あ た り約48

ドル で あ っ た。 この よ うに、 計 算 機 に関 す る費 用 は大 体 最 小 の 図書 館 の と

同程 度 の もの で あ る。 ま た、 新 入 生 の化 学 実 験 は 、、この実 験 コ ース を とっ

てい る化 学 の学 生1年1人 あ た り95ド ル か か る と見 積 られ てい る。

。資 金 の 供 給一
我 々は い ま や教 育 的 目的 の計 算 利 用 に大 規 模 な援 助 を求 め て い る。 い く

っ かの 大学 にお け る計 算 機 利 用 の増 大 を援 助 して い る。 どの機 関 が この 援

助 を し、 どの よ うに プ ログ ラム を履 行 しな くて は な ら ない か に つ い て、 我

々は詳 細 な勧 告 をす るっ も りは ない が 、 教 育省 が 以 前 よ り もな お 一 層 積 極

的 に な る こ とが 望 ま しい 。 こ の た め に、 教 育 省 は 他 の政 府 機 関 と協 力 して、

資金 分担 を し、 単科 大 学 に適 当 な計 算 機 を備 え る よ う積 極 的 に奨 励 促 進 さ

せ る こ とを勧 告 す る もの で あ る。 この よ うな政 府 の 費 用 分 担 に は、 サ ー ビ

ス を 始 め た り、 よ り大 き な 設備 へ の切 り換 えの ときの 過 渡 期 の 費用 を償 う

特 別 援 助 を含 め な くては な らな い。 この サー ビス の年 費 の大 部 分 を ま か な

うよ うな援 助 は、 長期 に わ た って 計 画 し、 管 理 しな くては な ら ない。

。設 備 を備 え る問 題

た とえ資 金 が 入 手 で き て も、 適 当 な教 育用(ま た は研 究 用 の)計 算 機 セ
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ン タ ー は 、 次 の5年 の 間 に 、 必 要 と す る 全 大 学 で 、 と て も 要 員 を 十 分 に は

備 え る こ と が で き な い と 考 え る 。 こ の 仕 事 を す る の に 、 単 に 十 分 な 能 力 を

も っ と い う の で は な く 、 単 科 大 学 に 間 に 合 う 経 験 豊 か な 入 が 十 分 に い な い

と い う こ と で あ る。

し か し、 う ま く い っ て い る 大 学 の 計 算 機 セ ン タ ー を 拡 大 し た り 、 現 代 化

し た り し て 、 他 の か な り の 大 学 に 適 当 な 遠 隔 サ ー ビス を す る こ と は 、 実 際

的 で あ ろ う 。 も し 、 セ ン タ ー と サ ー ビ ス を 受 け る 学 校 の 間 の 距 離 が 法 外 に

遠 く な け れ ば 、 通 信 費 は 我 慢 で き る 程 度 で あ ろ う 。 セ ン タ ー の こ の よ う な

拡 張 や 現 代 化 は 、 豊 か な 大 学 に 、 計 算 機 科 学 の 教 育 と 研 究 の た め 改 善 さ れ

た 設 備 が で き る と い う 付 随 的 な 利 益 が 得 ら れ る こ と に な る 。 あ る 場 合 に は 、

こ の サ ー ビ ス を す る の に 新 し い セ ン タ ー(こ の 目 的 の た め に 構 成 さ れ た 単

科 大 学 の グ ル ー プ や 私 企 業 に よ っ て 運 営 さ れ る)を 設 備 す る 必 要 も あ ろ う 。

大 規 模 な 計 算 機 セ ン タ ー を 利 用 し て 数 校 に 遠 隔 サ ー ビ ス を す る こ と は 、

要 員 を 置 く 問 題 を 軽 減 し た り 、 費 用 を 削 減 し た り す る が 、 い くつ か の 他 の

問 題 も ま た 起 っ て く るgag-一 は 、 こ の よ う な 共 同 の セ ン タ ー の 経 営 に 経 験

は あ る が 、 そ れ 以 上 に も っ と 必 要 で あ る 。 第 二 は 、 違 っ た 学 校 が そ れ ぞ れ

独 特 の 特 徴 を 持 っ て お り 、 関 係 し て い る 学 校 の 間 で 必 要 な 協 同 を す る の は

容 易 な こ と で は な い 。 必 要 な 限 り に お い て 全 学 校 の 要 求 に あ う よ う計 算 機

サ ー ビ ス を計 画 す る の が 大 切 で あ る 。 第 三 は 、 適 当 な 設 備 や 税 率 が 設 け ら

れ な げ れ ば 、 輸 送 費 が か か りす ぎ る こ と 。 し か し 、19大 学 や 政 府 や 適 当

な 産 業 の 側 の 積 極 的 な 行 動 で こ れ ら の 困 難 に も 打 勝 つ こ と が で き よ う 。

多 く の 大 規 模 な 学 校 で は 、 自 分 の 研 究 や 教 育 用 に1台 ま た は 数 台 の 最 大

の 計 算 機 の 能 力 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 そ れ が で き る と こ ろ で は 、 こ れ ら

の 学 校 が ま た も っ と 小 さ い 近 く の 学 校 に 計 算 機 サ ー ビ ス を す る こ と が 望 ま

し い 。 こ の こ と で 、 セ ン タ ー で1台 以 上 の 大 型 計 算 機 を 利 用 す る こ と を 正

当 化 し 、 要 求 す ら す る 場 合 も1、2あ る 。 我 々 は 、 い くっ か の 教 育 機 関 に

サ ー ビ ス を 行 な え る よ う に 位 置 し 、 装 備 さ れ た 大 き な 中央 教 育 計 算 機 施 設 を、

大 学 と 政 府 が 共 同 で 直 ち に 設 備 す る よ う に 勧 告 す る 。 特 に 、 資 金 を 援 助 す

る こ と で 、 こ の よ う な セ ン タ ー の 発 展 を 促 進 さ せ る の が 望 ま し い 。 利 用 が

固 ま る ま で の 間 、 ま た は 使 用 の 一 時 的 な 変 動 に 直 面 し て い る と き も、 セ ン
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タ ー を 援 助 し な く て は な ら な い 。

上 に 述 べ た 費 用 の 概 算 を す る に は 、 遠 隔 コ ン ソ ー ル を 備 え た 最 良 の 新 型

機 を 使 っ て 、 何 百 と い う 進 ん だ 計 算 機 セ ン タ ー か ら 、 サ ー ビ ス が さ れ る の

は も ち ろ ん の こ と と す る 。 こ れ が サ ー ビ ス を す る 経 済 的 な 方 法 で あ る と 確

信 す る 。 我 々 が 総 費 用 を 概 算 す る1手 段 と し て こ の 仮 定 を し た の は 、 こ の

た め で あ る 。 し か し サ ー ビ ス の 多 く が こ の よ う な セ ン タ ー か ら さ れ る の を

期 待 は す る が 、 サ ー ビ ス 供 給 の 手 段 を 指 定 す る 積 り は な い 。

ほ と ん ど と は い か な い ま で も 多 く の 場 合 、 教 育 的 計 算 機 利 用 は 、 研 究 や

恐 ら く 経 営 に ま で 計 算 機 を 使 っ て い る 大 学 の セ ン タ ー が 行 な う の が 望 ま し

い し、 また有 望 の よ う に 思 え る 。 あ る 場 合 に は 、 小 さ な 単 科 大 学 は 、 今 の ま

た は 新 し い セ ン タ ー か ら 遠 す ぎ て 、 自 分 の と こ ろ の 限 ら れ た 計 算 機 施 設 を

設 立 し た り 、 利 用 し た り し な く て は な ら な い 。 結 局 、 こ れ ま で に 述 べ て き

た よ う に 、 教 育 用 計 算 機 使 用 の 要 求 は 、 大 学 が 集 団 で 設 置 し た セ ン タ ー や

個 人 的 な サ ー ビ ス で か な え ら れ る わ け で あ る 。

。教 員 の 教 育 の 問 題

明 ら か に 、 教 員 こ そ 計 算 機 利 用 が 大 学 の 学 部 の コ ー ス に 採 用 さ れ る 速 度

を 決 定 す る 重 要 な 役 割 を 演 じ て い る 。 教 員 に 計 算 機 利 用 の 利 益 や 重 要 性 を

示 す た め に は 、 ま た 教 員 が 計 算 機 の 効 率 的 使 用 を 学 ぶ の を 助 け る た め に 、

徹 底 し た 努 力 が 払 わ れ な く て は な ら な い 。

教 育 的 計 算 機 利 用 が 単 科 大 学 の 中 で 有 用 な 場 所 を 探 さ な く て は な ら な い

な ら 、 必 要 な 教 員 教 育 に は 根 本 的 に は2つ の 型 が あ る 。 ま ず 第1は 、 良 い

基 本 的 な プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ コ ー ス を 担 当 で き る 教 員 が 少 く と も1入 は 校 内

に い る こ と で あ る 。 こ の メ ン バ ー ぱ ど の 学 部 の 人 で も よ い 。

第 二 に 必 要 な 教 員 教 育 の 型 は 、 も っ と 規 定 し に く い が 、 あ ま り 知 ら れ て

い な い と い う も の で は な い 。 そ れ は コ ー ス の 内 容 の'本 質 的 な 修 正 に 関 連 す

る 根 本 的 な 教 育 で あ る 。 計 算 機 の 最 大 の 強 み を 利 用 す る に は 、 再 構 成 し た

コ ー ス の 中 で 新 し い 問 題 を ま と め あ げ る こ と が し ば し ば 必 要 に な る 。 問 題

を 計 画 し た り 、 コ ー ス の 修 正 を 準 備 し た り す る こ と は 、 教 員 達 の た く さ ん

の 時 間 や 労 力 が 必 要 だ し 、 そ の 結 果 、 役 に 立 つ 教 員 が 少 な く な っ て く る 。

も ち ろ ん 、 一 度 で き て し ま え ば 、 競 争 に 遅 れ な い で 進 ん で 行 く た め に 、 関
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係 者 が 普 通 の 努 力 を し さ え す れ ば 、 コ ー ス を 学 科 の 全 員 に 有 用 な も の に す

る こ と か 十 分 に で き る 。

こ の 教 員 教 育 の 重 要 性 の た め 、 種 々 の 分 野 で 教 員 に 計 算 機 を 使 用 す る 適

当 な 能 力 を 与 え る た め 、 拡 大 さ れ た 教 員 用 の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る こ

と を 推 奨 す る 。 政 府 は こ の よ う な プ ロ グ ラ ム を 援 助 す る の に 必 要 な 資 金 を

保 証 しな け れ ば な ら な い 。

。 計 算 機 利 用 を 管 理 す る 問 題

計 算 機 利 用(C・mp・t丘 ・g)は ・v・ ・h・ ・dit。m(す な わ ち
、 図 書 館 の

サ ー ビス の よ う に ・ な に か 正 式 な 配 給 手 続 を せ ず に
、 学 生 や 教 員 に 供 給 さ

れ る べ き も の で あ る)で な け れ ば な ら な い と い う こ と か 今 ま で に も 何 度 と

な く 提 唱 さ れ て き だ ・ 我 々 は 、 こ れ は 非 現 実 的 で あ る と 思 う
。

あ る1人 の 使 用 者 が 正 当 に 認 め ら れ て(大 抵 は 道 理 に 合 わ な い が)
、 利

用 で き る 一 番 進 ん だ 計 算 機 で1日 か そ れ 以 上 か か る プ ロ グ ラ ム を 書 く の は

完 全 に 可 能 な こ と で あ る 。 こ の よ う な 大 学 図 書 館 の 独 占 、 す な わ ち 先 取 権

は 決 し て 生 じ な い し 、 こ れ と 比 較 で き る よ う な 問 題 を 提 出 す る こ と も な い
。

ほ と ん ど の 場 合 ・ 計 算 機 の 時 間 は 短 か く て1分 も ・や ら な い ほ ど だ が
、

ど ん な プ ロ グ ラ ム に 対 し て も 操 作 時 間 を 独 断 的 に 制 限 す る こ と は
、 計 算 機

の 何 か 重 要 な 正 当 な 利 用 を 除 外 す る こ と に な る
。 さ ら に 、 適 当 な 管 理 を し

て い な い と き は 、 た と え 運 転 時 間 が 短 か い と き で も 、 学 生 達 が 意 味 の な い

計 算 機 使 用 に 貴 重 な 時 間 を つ ぶ し て し ま う こ と が あ る 。 だ か ら 、 ど ん な も

の で も そ の 最 大 限 を 制 限 す る こ と に よ っ て 管 理 し よ う と し て は な ら な い
。

し か し、 そ の 代 り に 、 累 積 使 用 記 録 か そ れ ぞ れ の 使 用 者 に 知 ら さ れ る 必 要

が あ る 。

お 金 で 計 算 機 の 使 用 を 測 る と 、 教 員 達 に 余 分 の 重 荷 を 課 す 必 要 は な い
。

実 際 に 、 現 在 教 員 達 か し な く て は な ら な い よ う に 、 無 料 の 計 算 機 時 間 を こ

こ か し こ で 協 定 し た り 、 懇 願 し た り と い う 重 荷 は 軽 減 す る か も し れ な い
。

大 学 は 計 算 機 サ ー ビ ス の 費 用 や 利 用 を 正 確 に 測 る 会 計 手 続 き を あ み だ し

利 用 す る こ と を 推 奨 す る 。 こ の よ う な 情 報 を そ な え 、 現 実 的 に 測 り 得 る 基

礎 に も と つ い て 、 研 究 や 教 育 の た め の 計 算 機 時 間 の 割 当 て や 関 連 し た 費 用

の 予 想 を し な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 研 究 や 教 育 的 使 用 に も っ と も 均 衡 の
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と れ た 資 金 の 割 当 て を 促 進 す る こ と に な る 。

皿 計算 機 科 学 の 学 生

人 は ハ ー ドウ エ アや ソ フ ト ウエ ア を深 く理 解 す るた めに こそ教 育 をうけ

ね ぽ な らな い。 こ の教 育 をす る ことで、 大学 は要 求 され る熟練 した人 力 を

供 給 で き るだ け で な く、 ハ ー ドウエア と ソ フ トウエ ア の両 方 の 進 歩 に強 く

影 響 を与 え る こ と もで き るの で あ る。 進 歩 に は大 学 の 研 究 と企業 の活動 の

両 方 が 必 要 で あ る。一 般 に、 大 学 は 、新 しい も っ と効 率 の良 い利 用が で き

る よ う新 しい方 法 で計 算 機 を開 発 す るの に 必要 な特 別 のハ ー ドウ エアの 面

で働 ら くこ とに な ろ う。 これ に は、特 別 な 周 辺装 置 の設 計 、 製 作 、 適応 性 、

必 要 な ソ フ トウ エアの 開発 、 新 しい プ ロ グ ラム言 語 の工 夫 、 望 ま しい結 果

を得 る た めの 特 別 な手 続 き また は ア ル ゴ リズ ムの 誘 導 な どが 含 まれ てい る。

計 算 機 科学 に お け る この よ うな研 究 の た め の教 育 は 次 の よ うな もの を含

ん で い る。 す な わ ち、 機 械 や そ の 構成 の 理 論 的 研 究 、 ソ フ トウ エアや 言語

やそ れ らの広 汎 に わ た る学 問 分野 との関 係 の研 究 、 ハ ー ドウ エアの 研 究、

数学 、 物 理学 お よび工 学 や科 学 の他 の分 野 で の適 当 な背景 と な る仕 事 な ど

であ る。

計 算 機 科 学 の訓 練 を受 け た人 の需 要 は供 給 を しの い で い る。 事 実 、前 に

も述 べ たが 、 た くさん の 学校 に サ ー ビス を してい る セン タ ー か ら遠 くに教

育用 計 算 機 サー ビス を供 給す る とい う1っ の 論 拠 は 、 全 単 科大 学 に よい計

算 機 セ ンタ ー を設 立 し、要 員 を置 くには 訓 練 され た人 力 が 十分 で ない とい

うこ とで あ る。

計 算 機 や 仕 事 や人 員 や それ に関 連 して 教 育施 設 や有 用 な年 次 予測 をす る

努 力 に関 して 意 味 の あ るデ ー タ を合 衆 国政 府 が ま とめ る こ と を強 く勧 告 す

る。 計 算 機 技術 の 急速 な発 展 やそ の高 度 に技 術 的 な性 質 の た め、 有用 な研

究 は、 統 計 ば か りで な く、技 術 の状 態 や 発 展 の 広 く深 い知 識 に頼 らね ば な

らない と警 告 して お く。

政府 は計 算 機 科学 の研 究 や 教 育 の援 助 の枠 を もっ と広 げ るべ きで あ る。

こん な 援 助 が計 算機 科 学 のす ぐれ た セ ンタ ー の発 展 を促 進 させ る。
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N計 算 機研 究 と教 育 的 利 用 の相 互 作 用

教 育ぱ か りでは な く研 究 や経 営 ま で も含 め たい ろい ろの 要 求 に 役 立 っ大

き な最 新 の大 学 の セ ンタ ー を助 成 す るの は、 とて も望 ま しい よ うに み え る.

これ は、 研 究負 担 よ り教 育負 担 の方 が 季 節 的で 、 そ の結 果 教 育 にだ け役 立

っ てい る よ うな シス テ ムは 夏 には ほ とん ど遊 ん でい る よ うに な る場 合が 特

に望 ま しい。 研 究 や経 営 上 の計 算 機 利 用 の 資金 は、 教 育資 金 とは な るほ ど

ちが って は い る が、 研 究上 の要 求 の上 に さ ら に教 育上 の要 求 ま で も大 き な

計 算 機 セ ンタ ー の設立 や 運 営 に 考 慮 され てい るか考 え てみ る の が 合理 的 で

あ る。

研 究用 計算 機利 用 が計 算 機 の 教 育的 な利 用 に容易 なら ない ほ ど影 響 を及

ぼ してい るか も しれ 左い 事 項 が も う一 つ あ る。 も し研 究 に使 わ れ てい る計

算 機 が 効果 的 に扱 わ れ てい なけ れ ば 、教 育 用 資 金 は無 駄 に費 ざれ て しま う

で あ ろ う。

我 々は今 まで に、 ほ とん どの大 学 は教 育的計 算 機 利用 の予 算 に適 当 な準

備 が ない よ うに気 がっ い てい る。 研 究用 計 算機 利 用 に は、 政 府 の 種 々の 機

関 か らの研 究 計 画 補 助 金 に よ って、 資 金が 利用 で き る こ とが 多い 。

研 究用 計 算 機 利用 の援 助 に 適 当 な準 備 が な され ない と、 教 育的 計 算 機 利

用(特 に教 育 の準備 金 の)た め に 必要 な財 源 は、 不 測 の研 究 要 求 に よっ て

うば い 去 られ て しま う。

この よ うに、研 究援 助 の計 画 をた て るには、 政 府 機 関が 必 要 な計 算 機 利

用 につ い て適 当 な援 助 を計 画す るの が一 番大 切 な こ とで あ る。 同 じ よ うに

大 切 なの は、 大学 が計 算 機利 用 の 費用 にっ い て適 当 な簿記 をつ け、 教 育的

な要 求 に こた え るため に 、 時 間 や お 金 で測 って 、計 算 機 サ ー ビス を割当 て

る こ とで あ る。 特 に大 事 なの は、 大 学 が研 究用 計 算 機 利用 で 不 注意 に オ ー

バ ー ラ ン を許 して、 学 生 教 育用 の時 間 をへ ら して は なら ない こ とで あ る。

V計 算 機 と中級 教 育

計 算 機 の利 用 を コー ス ワ ー クの 中 に 採 少入 れ た り、 中 等 学 校 で計 算機 や

そ の利 用 の特 性 に つい て 何 か 教 えた りす るこ との利 益 は 、 単 科 大 学 の専 門

研 究 の 準 備 と して 、半 職 業 的 また は 職業 的 訓 練 の準 備 と して ま たは 就 職 の
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準 備 と して 考 え られ る。 中等 学 校 で の こ うい う訓 練 は、 大 学 で 必要 とされ

てい る教 育的 計 算 機 利 用 の量 を減 らす よ り もむ しろ増 して しま う.

計 算 機 利 用 は 、 中 等 学 校 で は 、 た と・え ぽ 遠 隔 コ ン ソ ー ル と か 簡 単 な 教 育

用 プ ロ グ ラ ム 言 語 の よ う な 利 器 に よ っ て 教 育 す る の が 良 い 。 計 算 機 を 使 っ

た 教 育 は 、 特 に 計 画 さ れ た 実 験 装 置 を 用 い て 、 特 別 の テ キ ス ト に よ っ て 行

な う こ と が で き る 。

中 等 学 校 で の 計 算 機 利 用
.二 の 資 金 調 達 に 関 し て は 、 い く っ か の 共 同 体 や

糎 委員書辞 等学働 計繊 やその緬 ぺ噸 金調蔀 鎖 の… と・

ろ を 見 せ て い る と い う 証 拠 が い く っ か あ る 。 こ の よ う に 、 不 足 と い う の は 、

多 く の 場 合 、 資 金 よ り も む し ろ 指 導 の 不 足 で あ る か も し れ な い 。 も ち ろ ん 、

遠 隔 の 恵 ま れ な い 地 方 に あ っ て は 、 こ れ は あ た ら な い 。

※我
hは 、 教 育 省 とN.S.F.が 一 緒 に な っ て 、 中 等 学 校 で の 計 算 機 の 利 用 を

研 究 し たb、 学 校 に 現 在 や 過 去 の 経 験 を 伝 え る た め の1っ の 団 体 を 設 立 す

る こ と を 促 す も の で あ る 。 中 等 学 校 と 大 学 の 協 同 、 特 に 大 学 セ ン タ ー か ら

中 等 学 校 へ の サ ー ビ ス の 供 給 が 奨 励 さ れ る べ き で あ る 。

計 算 機 と そ の 利 用 は す で に 、 初 等 中 学 や 小 学 校 に ま で 侵 入 し て き つ つ あ

る 。 こ の 勧 告 は 初 等 中 学 や 小 学 校 に も 適 用 さ れ る べ き で あ ろ う。

※N.S.F.(合 衆 国 科 学 財 団)

ち
6

亀
嘗

●

一18一



㌧ン

～

).

」

/

」

一 斤
一 〔 、ラ'

'

/

欝4ド7
..三..'.

'一 「

著者名

1登 録

一; ・・.童 言 __.一 、
一'㊨"F}"声

●一 ず,. _

所 属

書名蒙綱 遜 一

帯 出 者 氏 名

し醜 貌 賓'

貸出 日
返 却

予定 日 返却 日

、 |
'

e

「

.

、

ー

,



一

一

瓢 躰 情報処理開発協会


